
申請者住所

氏名<名称・代表者>　　　○　○　○　夫　　(印)

　　　　　　　昭和○○年△△月��日生　(○○歳)

TEL/FAX ��� - ��� - ����

作業受託面積 生産量 作業受託面積 生産量

作業

内容

年間農業所得

年間労働時間

水　　稲 ２５０ａ １２,０００kg ４００ａ １９,２００kg

ホウレンソウ ３０ａ 　９,４５０kg

ピーマン ２０ａ ２８,５００kg

繁殖雌牛 ２頭 　１頭(　１頭) ２０頭 １５頭( １５頭)

飼料作物 ２００ａ １３０,０００kg

目標（○○年）現状

１００ａ
５０ａ

２０～３０ａ区画中心

作業

事業名

２００ａ
５０ａ

３５０ａ

９００ａ

１５０ａ

２００ａ
２００ａ
５００ａ

現状 目標（○○年）

現状 目標（○○年）

２００ａ
１００ａ
３００ａ

現状

目　　　　標（○○年）

３０ＰＳ　　 １台
３条　　　 　１台
３条　 　　　１台
1ｔ　　 　１台
７０㎡　 　　１棟
８㎡　　　 　１棟

型式、性能、規模等及びその台数

４５ＰＳ　　　　　１台
４条　　　　　　　１台
４条(ｸﾞﾚﾝﾀﾝｸ付)   １台
１ｔ、０.５ｔ    各１台
１２０㎡　　 　　１棟
１４０㎡　　 　　１棟

目標（○○年）利

用

条

件

農

用

地

の

基盤整備済の３０ａ以上の区画のほ場を中心に連担
化を進め、２団地程度に集積する。

作付面積
飼養頭数

生産量

現状

６００ａ

換算後

水稲＋肉用牛（繁殖)

農　　業　　経　　営　　改　　善　　計　　画

③
農
業
経
営
の
規
模
の
拡
大
に
関
す
る
目
標

目標(○○年)

（年間農業所得及び年間労働時間の現状及び目標）

④

生

産

方

式

の

合

理

化

に

関

す

る

目

標

農畜産物の
加工・販売
その他の関
連・付帯事
業

③

農

業

経

営

の

規

模

の

拡

大

に

関

す

る

目

標

３００ａ

目標（○○年）現状

２００ａ

農業経営改善計画認定申請書

大分市長　　　　　　　　殿

平成２○年△△月��日

農業経営基盤強化促進法 (昭和55年法律第 65号 )第 12条第 1項の規定に基づき､次の農業

<法人設立年月日　　平成○○年△△月��日設立>

大 分 市 荷 揚 町 ○ ○ 番 △ △ 号

経営改善計画 の認定を 申 請 しま す。

②経営改善の方向の概要

　　　　　現状　　　　　　　　　目標（○○年）

６,９００ 千円 　　　１０,０００　千円

３,１２１ 時間　　　　　２,０００　時間

●これまで妻と２人で水稲主体に野菜、肉用牛（繁殖）との複合経営を行ってきた。

●近年、高齢農家や兼業農家から農作業の委託、農地の使用賃借の要請が増大してお

り、来年、長男が農業者大学校を卒業し、経営に参画する予定なので、水稲と肉用牛

部門の拡大を図るとともに転作田を活用した新たな飼料作物を導入する。

地目

田
畑

６００ａ

●妻は主な農作業からはずし、長男と２人体制で年間労働時間２,０００時間、年間

１,０００万円の所得をめざし、ゆとりある生活を実現したい。

機

械

・

施

設

機　　械　・　施　設　名

トラクター
田　植　機
コンバイン
ト ラ ッ ク
農　　　舎
牛　　　舎

○○町借入地

所有地

田

作目

①目標とする営農類型

所在地
(市町村名)

作
業
受
託

特定作業受託

耕起・代かき
田　　　　植
収　　　　穫

作目

水稲

単純計

○○町
○○町

区分

作目・部門名

経営面積合計

現　　　　　　状

３００ａ

作付面積
飼養頭数

生産量



補助作業

経理

目標(○○年)

経営管理の合理化

農業従事態様等の改善

規模拡大

農地集積

生産方式の合理化

２５０

　５０

２００

２５０

２００

　　０

現　状 - 人

年齢

２１

代表者との
続柄（法人
経営にあっ
ては役職）

長男

５５ 本人

５０

- 人

見通し - 人

- 人

実　人　数

延べ人数

現　状

現　状

- 人

- 人

見通し

妻

○ ○

常 時 雇(年間) 実　人　数

氏　名
(法人経営にあって
は役員の氏名)

水 稲

繁 殖 牛

○ ○ ○ 夫

（
参
考
）
経

営

の

構

成

○ 子

複式簿記記帳の実施によ
り経営と家計の分離

⑥農業従事の態様等の改善に関する目標

簿記記帳していないの
で経営の状況がしっか
り把握できていない

特に休みを決めていな
いので生活にメリハリ
がない

⑦
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
と
る
べ
き
措
置

経営改善の目標

⑤経営管理の合理化に関する目標

　　

措置

現状

④

生

産

方

式

の

合

理

化

に

関

す

る

目

標

合

理

化

の

方

向

作

目

・

部

門

別

作目・部門別 現状 目標(○○年)

●本認定制度を活用して、条件の良い農地を農業委員
会よりあっせんしてもらう。
●ほ場整備事業を実施中のＡ地区内にある所有地、借
入地及び作業受託地については、連担化して概ね４ｈ
ａの団地とする。
●側条施肥にするとともに、緩効性肥料の使用により
追肥を１回減らし、施肥作業の省力化を図る。
●米の品質向上のために、常温低湿乾燥、二段乾燥に
取り組む。
●繁殖牛については、優良種雄牛の活用を図る。
●長男が農業委員会主催の農業簿記講習会に出て複式
簿記と簡易経営分析について習得する。
●家族経営協定の締結により、休日、給与等を明確に
する。

施肥方式の省力化

優良種雄牛の活用

追肥は根付肥、穂肥２
回の合計３回

個体の品質が一定しない

休日制の導入

見通し現状

担当業務
年間農業従
事日数(日)

担当業務
年間農業従
事日数(日)

雇
用
者

認定市町村名 認定年月日 備　　考

（参　考）
　他市町村の
認定状況

臨 時 雇(年間)

見通し

農業全般

農業全般

農業全般

農業全般-


